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研 究 成 果
(1)誘発電位 :LIIの単発刺激によりOBFに限塙し,
皮質袈屈で最大の振幅を示す短潮 音の仏性披 (N2披)
とそれに続く防性 (p故)～陰性披 (N2披)の成分を
有する誘発電位が記録された｡Nl蚊の捌 副ま袈屈から
探眉に進むにつれ減少し.約10mmの探さで消失した｡
PとN2故はいずれも表層から約3mmの深さでその拡
幅が零となり.それより探屈では逆転し.約6mmの孜
さで消失した｡解析によりNl汝は逆向性スパイク,ま
たPおよびN2波はそれぞれ抑制性と興街性シナプス後
磁位の細胞外記録であると考えられた｡(2)叫-ニュー
ロン活動 :40ニューロンについて披索したが日光放fE数
は 11土5インパルス/秒であった｡i)レバー押し約1.6
秒前から約0.5秒間放電活動が有意に変化するものが21
ニューロンであり.うち抑制が8個で促進が13個であっ
た｡促進例も促進後抑制が約0.8秒間持続した｡i)レバ
ー押しを中心として活動の変化するもの.すなわち砥前
0.4秒間だけ.位後o.4秒間だけあるいは前後にわたり
0.4秒間変化するニューロンが29旧あった｡ii)レバー
押し1.0秒前から0.4秒rLu放電描動の上昇するニューロ
ンは12個であるが.その大部分は1.6秒前に抑制された
ものであった｡iv)LH の刺激により虹榔 Jjの逆向スパ
イク放電後自発放電が約50m砂抑制されるものがあるが
p汝に相当するものと考えられる｡
LIIニューロンは レバー押しの約1.6秒前から約0.6
秒間有志に活動上昇するものが多く,上記 i)の OBF
ニューロンや退勤野PTニュ-ロンのように抑I.Tは れる
ものは存在しない.したがってLIIに兆した別雌 によっ
ー 42-
